
武蔵野大学

この実証実験で
検証してもらうこと

①交流・カフェ機能

友達と話す、
ゲームをする、
ちょっと休憩する。

②静穏型学習機能

宿題・読書・PC作業。
一人で静かに
集中する。

③対話機能

大学生と話しながら、
興味や
『やってみたい』
を見つける。

④デジタル学修機能

配信型模擬講義や
デジタル体験で、
大学の学びに
触れる

あなたの『使ってみた声』がこれからの若者の居場所をつくります。

中高生、若者のみなさん、ぜひご協力ください！

鹿角市政策企画課総合戦略室お問い合わせ TEL 0186-30-0201 kikaku@city.kazuno.lg.jp



なぜ、この実証実験を行うの？

昨年度実施した「若者の居場所に関する中高生アンケート」において、

鹿角市では、放課後を自宅や学校で過ごす中高生が多く、友達と過

ごしたり、静かに勉強したり、大学の学びに触れたりできる場所が十

分ではない結果となりました。

そこで、武蔵野大学との共同研究において、アンケートの回答から見

えた若者ニーズを４つにゾーニングし、実際に使ってもらいながら、

どのような居場所が必要なのかを確かめ、今後の若者が集まる居場

所づくりと、その居場所を土台としたサテライトキャンパス誘致の可

能性について確かめます。

この実証実験で確かめたい３つのこと

①若者の居場所として
利用したいと思えるか
安心して過ごせるか、自分に合った使い方ができる、ま

た来たいと思えるかを確かめます。

②鹿角にいながら大学の
学びに触れられるか
大学生との交流や配信型模擬授業、デジタル体験を通じ

て、大学の学びへの興味が生まれるかを確かめます。

③継続的な拠点にするために
何が必要か
必要な設備、利用ルール、運営方法などを整理し、今後

も利用できる場所にできるかを検討します。

あなたの声を聞かせてください

この実証実験は、完成した施設を体験するイベントではありません。実際に使ってみて感じた、

ここが
よかった！

もっとこうして
ほしい！

こんな使い方を
してみたい

という声を来場時にお渡しするアンケート用紙にご記入ください。

皆様の声をこれからの鹿角の居場所づくりに生かします。

お問い合わせ 鹿角市政策企画課総合戦略室
TEL：0186-30-0201 FAX：0186-30-1122 E-mail：kikaku@city.kazuno.lg.jp


